
1

一

陸
機
の
書
簡

佐　

藤　

利　

行

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
陸
機
・
陸
雲
・
西
晋
・
書
簡
・
六
朝
漢
語

　
　
　

一

　

西
晋
の
陸
機
（
二
六
一
〜
三
○
三
）
と
い
え
ば
、
沈
約
の
「
宋
書
謝
霊
運
伝

論
」（『
文
選
』
巻
五
十
）
に
、

　
　

 

降
及
元
康
、
潘
陸
特
秀
。
律
異
班
賈
、
體
変
曹
王
。
縟
旨
星
稠
、
繁
文
綺

合
。
綴
平
臺
之
逸
響
、
采
南
皮
之
高
韻
。
遺
風
餘
烈
、
事
極
江
右
。

　

 

降
り
て
元
康
に
及
ぶ
や
、
潘
・
陸 

特ひ
と

り
秀
づ
。
律
は
潘
・
賈
に
異
な
り
、

體
は
曹
王
に
変
ず
。縟じ
ょ
く

旨し

は
星
の
ご
と
く
稠し
げ

く
、繁
文
は
綺
の
ご
と
く
合
ふ
。

平
臺
の
逸
響
を
綴
り
、
南
皮
の
高
韻
を
采と

る
。
遺
風 

餘
烈
、
事
は
江
左
に

極
ま
れ
り
。

す
な
わ
ち
、「
下
っ
て
晋
の
元
康
年
間
に
な
る
と
、
潘
岳
と
陸
機
と
が
、
ず
ば

ぬ
け
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
調
子
は
班
固
や
賈
誼
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

様
式
は
曹
植
や
王
粲
と
は
変
わ
っ
て
い
て
、
美
し
い
内
容
が
星
の
よ
う
に
ち
り

ば
め
ら
れ
、飾
り
た
て
た
表
現
が
あ
や
絹
の
よ
う
に
織
り
な
さ
れ
、平
臺
に
侍
っ

た
司
馬
相
如
の
す
ば
ら
し
い
響
き
が
つ
づ
ら
れ
、
南
皮
に
遊
ん
だ
建
安
の
文
人

た
ち
の
高
い
調
べ
が
奏
で
ら
れ
て
、
前
代
の
遺
風
は
、
西
晋
の
世
に
お
い
て
最

後
の
輝
き
を
あ
げ
た
」、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
潘
岳
と
並
ん
で
西
晋
時
代
を

代
表
す
る
文
人
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
陸
機
が
弟
の
陸
雲
に
宛
て
た
書
簡
を
は
じ
め
、
幾
つ
か
の
も
の
が
史
書

や
類
書
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
れ
ら
の
書
簡
を
取
り
上
げ
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

　
　
　

二

　

以
下
、
陸
機
の
書
簡
と
し
て
史
書
や
類
書
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
十
二
首
を

取
り
上
げ
て
、
そ
の
内
容
を
考
察
し
て
み
た
い
。

①
「
与
弟
雲
書
」（
其
一
）

　

此
間
有
傖
父
、
欲
作
三
都
賦
。
須
有
成
、
当
以
覆
酒
甕
耳
。
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二

【
書
き
下
し
文
】

　
 

此
の
間
に
傖
父
有
り
、「
三
都
の
賦
」
を
作
ら
ん
と
欲
す
。
其
の
成
る
を
須ま

ち
て
、
当ま
さ

に
以
て
酒
甕
を
覆
ふ
べ
き
の
み
。

【
口
語
訳
】

　

 

こ
ち
ら
で
は
田
舎
者
が
「
三
都
の
賦
」
を
作
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
そ
れ
が
出

来
上
が
っ
た
ら
、
酒
甕
を
覆
う
蓋
に
し
て
や
ろ
う
。

【
語
釈
】

・
此
間

－

こ
こ
で
は
洛
陽
を
指
す
。

・
傖
父

－

田
舎
者
。

・ 

三
都
賦

－「
三
都
」
と
は
、蜀
都
・
呉
都
・
魏
都
を
い
う
。
左
思
の
「
三
都
賦
」

は
『
文
選
』
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
序
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 

余
既
思
摹
二
京
而
賦
三
都
、
其
山
川
城
邑
、
則
稽
之
地
図
、
其
鳥
獣
草
木
、

則
験
之
方
志
、
風
謡
歌
舞
、
各
附
其
俗
、
魁
梧
長
者
、
莫
非
其
旧
。

　

余　

既
に
二
京
を
摹も

し
て
三
都
を
賦
せ
ん
こ
と
を
思
ひ
、其
の
山
川
城
邑
は
、

則
ち
之
を
地
図
に
稽か
ん
が

へ
、
其
の
鳥
獣
草
木
は
、
則
ち
之
を
方
志
に
験か
ん
が

へ
、
風
謡

歌
舞
は
、
各
お
の
其
の
俗
に
附
き
、
魁く
わ
い

梧ご

長
者
は
、
其
の
旧
に
非
ざ
る
莫な

し
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
晋
書
』
巻
九
十
二
「
左
思
伝
」
の
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

今
、「
左
思
伝
」
の
此
の
書
簡
が
見
え
る
前
後
の
部
分
を
も
含
め
て
見
て
み

よ
う
（
注
①
）。

　
　

 

初
、陸
機
入
洛
、欲
為
此
賦
。
聞
思
作
之
、撫
掌
而
笑
、与
弟
雲
書
曰
、「
此

間
有
傖
父
、
欲
作
三
都
賦
。
須
有
成
、
当
以
覆
酒
甕
耳
。」
及
思
賦
出
、

機
絶
歎
伏
、
以
為
不
能
加
也
、
遂
輟
筆
焉
。

　

 

初
め
、
陸
機　

洛
に
入
る
や
、
此
の
賦
を
為つ
く

ら
ん
と
欲
す
。
思
の
之
を
作
る

を
聞
き
、
掌
を
撫う

ち
て
笑
ひ
、
弟
の
雲
に
書
を
与
へ
て
曰
く
、「
此
の
間
に

傖
父
有
り
、『
三
都
の
賦
』
を
作
ら
ん
と
欲
す
。
其
の
成
る
を
須ま

ち
て
、
当ま
さ

に
以
て
酒
甕
を
覆
ふ
べ
き
の
み
」
と
。
思
の
賦
の
出
づ
る
に
及
び
、
機
は
絶は
な
は

だ
歎
伏
し
、
以
て
加
ふ
る
こ
と
能
は
ず
と
為
し
て
、　

遂
に
筆
を
輟お

く
。

つ
ま
り
、
そ
の
初
め
、
陸
機
が
洛
陽
に
入
る
と
、「
三
都
の
賦
」
を
作
ろ
う
と

考
え
て
い
た
。
左
思
が
賦
を
作
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
手
を
打
っ
て
笑
い
、
弟

の
陸
雲
に
書
簡
を
送
っ
て
言
っ
た
、
と
い
う
そ
の
書
簡
で
あ
る
。
ど
う
せ
た
い

し
た
作
品
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
陸
機
で
あ
っ
た
が
、
左
思
の

賦
が
完
成
す
る
と
、
機
は
非
常
に
感
心
し
、
手
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

思
い
、
そ
の
ま
ま
筆
を
措
い
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

②
「
与
弟
雲
書
」（
其
二
）

　

聴
訟
観
東
、
作
百
丈
許
廊
屋
。

【
書
き
下
し
文
】

　

聴
訟
観
の
東
、
百
丈
許ば
か

り
の
廊
屋
を
作
る
。
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三

【
口
語
訳
】

　

聴
訟
観
の
東
に
、
百
丈
ほ
ど
の
廊
屋
を
作
っ
た
。

【
語
釈
】

　

・ 

聴
訟
観

－

「
観
」
は
、
う
て
な
。「
聴
訟
」
は
、
訴
え
を
聴
く
こ
と
。
こ

こ
で
は
、
う
て
な
の
名
。
こ
の
語
は
、
古
く
は
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
子

曰
、
聴
訟
吾
猶
人
也
。
必
也
使
無
訟
乎
」（
子
曰
く
、
訟う
つ
た

へ
を
聴
く
は
、

吾
猶な

ほ
人
の
ご
と
し
。
必
ず
や
訟
へ
無
か
ら
し
め
ん
か
）
と
あ
る
。

　

・
百
丈
許

－「
丈
」
は
、長
さ
の
単
位
。
一
丈
は
十
尺
。「
許
」
は
、ば
か
り
。

　

・
廊
屋

－

廊
下
の
こ
と
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
太
平
御
覧
』
巻
一
八
五
・
居
処
部
十
三
「
廊
」
に
、「
陸
機

与
弟
雲
書
曰
」と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
。金
濤
声
点
校『
陸
機
集
』（『
中

国
古
典
文
学
基
本
叢
書
』
中
華
書
局
）
補
遺
で
は
、「
聴
訟
観
東
、
作
百
丈

廊
屋
」
と
な
っ
て
お
り
、「
許
」
字
を
欠
く
。

③
「
与
弟
雲
書
」（
其
三
）

　
　

 

仁
寿
殿
前
、
有
大
方
銅
鏡
。
高
五
尺
餘
、
広
三
尺
二
寸
、
立
着
庭
中
。
向

之
便
写
人
、
形
體
了
了
、
亦
怪
也
。

【
書
き
下
し
文
】

　

 

仁
寿
殿
の
前
に
、
大
方
の
銅
鏡
有
り
。
高
さ
五
尺
餘
、
広
さ
三
尺
二
寸
、
立

て
て
庭
中
に
着
く
。之
に
向
か
ひ
て
便す
な
は

ち
人
を
写
せ
ば
、形
體 

了
了
と
し
て
、

亦ま

た
怪
な
る
な
り
。

【
口
語
訳
】

　

 

仁
寿
殿
の
前
に
、
大
き
な
四
角
の
銅
鏡
が
あ
る
。
高
さ
は
五
尺
あ
ま
り
、
広

さ
は
三
尺
二
寸
で
、
庭
の
中
に
立
て
て
あ
る
。
こ
れ
に
向
か
っ
て
人
を
写
す

と
、
身
体
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
は
、
ま
た
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

【
語
釈
】

　

・ 

仁
寿
殿

－

宮
殿
の
名
。「
仁
寿
」
の
語
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
に
「
子
曰
、

知
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
。
知
者
動
、
仁
者
静
。
知
者
楽
、
仁
者
寿
」（
子

曰
く
、
知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を
楽
し
む
。
知
者
は
動
き
、
仁

者
は
静
か
な
り
。
知
者
は
楽
し
み
、
仁
者
は
寿
い
の
ち
な
がし

）
と
あ
る
の
に
拠
る
。

　

・ 

大
方
銅
鏡

－

大
き
な
四
角
の
銅
鏡
。「
大
方
」
の
語
は
、『
老
子
』
第

四
十
二
章
に
「
大
方
無
隅
、
大
器
晩
成
。
大
音
希
声
、
天
象
無
形
」（
大

方
は
隅
無
く
、
大
器
は
晩
成
す
。
大
音
は
希
声
、
天
象 

形
無
し
）
と
見

え
る
。

　

・
広

－

こ
こ
で
は
横
幅
を
い
う
。

　

・
了
了

－

了
然
。
は
っ
き
り
と
し
た
さ
ま
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
太
平
御
覧
』
巻
七
一
七
・
服
用
部
十
九
「
鏡
」
に
、「
陸
機

与
弟
雲
書
曰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
金
濤
声
点
校
『
陸
機
集
』
補
遺

で
は
、「
形
」
下
の
「
體
」
字
を
欠
く
。

④
「
与
弟
雲
書
」（
其
四
）

　
　

監
徒
武
庫
建
始
殿
諸
房
中
、
見
有
両
足
猴
。
真
怪
物
也
。
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四

【
書
き
下
し
文
】

　
 

監
徒
・
武
庫
・
建
始
殿
の
諸
房
中
に
、
両
足
の
猴
有
る
を
見
る
。
真
に
怪
物

な
り
。

【
口
語
訳
】

　

 

監
房
・
武
器
庫
・
建
始
殿
な
ど
の
建
物
の
中
で
、
二
本
足
の
猴さ
る

が
現
れ
た
。

本
当
に
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

【
語
釈
】

　

・
監
徒

－

徒
刑
者
を
監
督
す
る
建
物
。

　

・
武
庫

－

武
器
庫
。

　

・
建
始
殿

－

宮
殿
の
名
。

　

・
猴

－

さ
る
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
太
平
御
覧
』
巻
九
一
○
・
獣
部
二
十
二
「
猴
」
に
、「
陸
機

与
弟
雲
書
曰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
「
与
弟
雲
書
」（
其
五
）

　
　

天
淵
池
養
山
雞
。
甚
可
嬉
。

【
書
き
下
し
文
】

　

天
淵
池
に
山
雞
を
養
ふ
。
甚
だ
嬉よ
ろ
こぶ
可べ

し
。

【
口
語
訳
】

　

天
淵
池
で
は
山
雞
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

【
語
釈
】

　

・ 

天
淵
池

－
池
の
名
。
河
南
省
洛
陽
県
の
東
に
あ
る
。『
三
国
志
』
魏
書
・

文
帝
紀
に
「
是
歳
、穿
天
淵
池
」（
是
の
歳
、天
淵
池
を
穿
つ
）
と
見
え
る
。

「
是
歳
」
と
は
、
黄
初
五
年
の
こ
と
。
天
淵
池
は
、
別
名
を
天
泉
池
と
も

い
う
。『
晋
書
』
巻
二
十
一
「
志
第
十
一
」
礼
下
に
「
陸
機
云
、
天
泉
池

南
石
溝
、
引
御
溝
水
。
池
西
積
石
為
禊
堂
」（
陸
機
云
ふ
、
天
泉
池
の
南

の
石
溝
、
御
溝
の
水
を
引
く
。
池
の
西 

石
を
積
み
て
禊
堂
と
為
す
、
と
）

と
あ
る
。

　

・
山
雞

－

鳥
の
名
。
雉
の
一
種
で
羽
が
非
常
に
美
し
い
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
太
平
御
覧
』
巻
九
一
八
・
羽
族
部
五
「
雞
」
に
、「
陸
機
与

弟
書
曰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑥
「
与
弟
雲
書
」（
其
六
）

　
　

 

天
淵
池
東
南
角
有
果
、
各
作
一
林
。
無
処
不
有
、
縦
横
成
行
。
一
果
之
間
、

輒
作
一
堂
。

【
書
き
下
し
文
】

　

 

天
淵
池
の
東
南
の
角
に
果
有
り
、
各
お
の
一
林
を
作な

す
。
処
と
し
て
有
ら
ざ

る
は
無
く
、
縦
横 

行
を
成
す
。
一
果
の
間
、
輒す
な
は

ち
一
堂
を
作
す
。

【
口
語
訳
】

　
 

天
淵
池
の
東
南
の
角
に
は
果
樹
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
林
を
な
し
て
い
る
。
ど

こ
に
で
も
あ
っ
て
、
縦
横
に
列
を
な
し
て
い
る
。
果
樹
の
間
に
は
、
建
物
が

あ
る
。
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五

【
語
釈
】

　

・
天
淵
池
‐
池
の
名
。
前
条
の
注
を
見
よ
。

　

・
果

－

果
樹
。

　

・
堂

－

建
物
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
太
平
御
覧
』
巻
九
六
四
・
果
部
一
「
果
」
に
、「
陸
機
与
弟

書
曰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑦
「
与
弟
雲
書
」（
其
七
）

　
　

張
騫
為
漢
使
外
国
十
八
年
、
得
塗
林
安
石
榴
也
。

【
書
き
下
し
文
】

　

 

張ち
ゃ
う

騫け
ん　

漢
の
為
に
外
国
に
使
ひ
す
る
こ
と
十
八
年
、
塗
林
の
安
石
榴
を
得
た

る
な
り
。

【
口
語
訳
】

　

 

張
騫
は
漢
た
め
に
外
国
に
使
い
す
る
こ
と
十
八
年
、
塗
林
国
の
安
石
榴
を
持

ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

【
語
釈
】

　

・ 

張
騫

－
漢
の
武
帝
の
時
、
使
者
と
し
て
匈
奴
を
経
て
大
月
氏
に
至
っ
た
。

『
漢
書
』
巻
六
一
に
伝
が
あ
る
。

　

・
塗
林

－

国
の
名
。

　

・
安
石
榴

－

石
榴
の
一
種
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
太
平
御
覧
』
巻
九
七
○
・
果
部
七
「
石
榴
」
に
、「
陸
機
与

弟
雲
書
曰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑧
「
与
弟
雲
書
」（
其
八
）

　
　

 

門
有
三
層
、
高
百
尺
、
魏
明
帝
造
。
門
内
東
側
際
城
、
有
魏
文
帝
所
起
景

陽
山
。
餘
基
尚
存
。

【
書
き
下
し
文
】

　

 

門
に
三
層
有
り
、高
さ
百
尺
、魏
の
明
帝 

造
る
。
門
の
内 

東
側
は
城
に
際い
た

り
、

魏
の
文
帝
の
起
こ
す
所
の
景
陽
山
有
り
。
餘
基
は
尚
ほ
存
す
。

【
口
語
訳
】

　

 

門
は
三
層
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
高
さ
は
百
尺
、
魏
の
明
帝
が
造
営
し
た
も

の
で
あ
る
。
門
の
中
は
、
東
側
が
城
壁
ま
で
続
い
て
お
り
、
魏
の
文
帝
が
築

い
た
景
陽
山
が
あ
る
。
そ
の
他
の
建
物
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】

　

・
百
尺

－

「
尺
」
は
長
さ
の
単
位
。

　

・
魏
明
帝

－

三
国
時
代
、
魏
の
天
子
、
曹
叡
。
文
帝
の
子
。

　

・
景
陽
山

－

山
の
名
。
或
い
は
宮
殿
の
名
か
。

　

・
魏
文
帝

－

三
国
時
代
、
魏
の
天
子
、
曹
丕
。
二
二
○
〜
二
二
六
在
位
。

＊ 
こ
の
書
簡
は
『
水
経
注
』
巻
七
「
穀
水
」
に
、「
陸
機
与
弟
書
曰
」
と
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
。
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⑨
「
与
弟
雲
書
」（
其
九
）

　
　

思
苦
生
疾
。

【
書
き
下
し
文
】

　

思
ひ
は
苦
し
く
疾や
ま

ひ
を
生
ぜ
ん
と
す
。

【
口
語
訳
】

　

思
い
は
苦
し
く
て
病
気
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
文
選
』
巻
十
七
・
陸
機
「
文
賦
」
の
「
理
翳
翳
而
愈
伏
、
思

乙
乙
其
若
抽
」（
理
は
翳
翳
と
し
て
愈い
よ
い

よ
伏
く
し
、
思
ひ
は
乙あ
つ

乙あ
つ

と
し
て
其

れ
抽ぬ
き
ん

づ
る
が
若ご
と

し
）
の
李
善
注
に
「
士
衡
与
弟
書
曰
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

⑩
「
与
長
沙
夫
人
書
」

　

士
璜
亡
。
恨
一
襦
少
。
便
以
機
新
襦
衣
与
之
。

【
書
き
下
し
文
】

　

 

士
璜 

亡し

す
。
恨
む
ら
く
は
一
襦
の
少か

く
る
を
。
便す
な
は

ち
機
の
新
た
な
る
襦
衣

を
以
て
之
に
与
ふ
。

【
口
語
訳
】

　

 （
陸
）
士
璜
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
可
哀
想
に
一
枚
の
襦
袢
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
わ
た
し
の
新
し
い
襦
袢
を
与
え
ま
し
た
。

【
語
釈
】

　

・
長
沙
夫
人

－

陸
士
璜
の
夫
人
で
あ
ろ
う
。

　

・
士
璜

－

陸
機
の
従
叔
弟
に
あ
た
る
人
。「
士
璜
」
は
そ
の
字
で
あ
ろ
う
。

　

・
襦
（
衣
）－

胴
着
。
暖
を
取
る
た
め
の
短
い
衣
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
『
太
平
御
覧
』
巻
六
九
五
・
服
章
部
十
二
「
襦
」
に
、「
陸
機

与
長
沙
夫
人
書
曰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑪
「
与
長
沙
顧
母
書
」

　
　

痛
心
抜
脳
、
有
如
孔
懐
。

【
書
き
下
し
文
】

　

心
を
痛
め
脳
を
抜
く
こ
と
、
孔
懐
の
如
き
こ
と
有
り
。

【
口
語
訳
】

　

 

心
を
痛
め
る
あ
ま
り
に
心
は
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
が
、（
ま
さ
に
こ
れ
は
）
骨

肉
を
分
け
た
兄
弟
の
情
で
あ
る
。

【
語
釈
】

　

・
抜
脳

－

心
が
空
っ
ぽ
に
な
る
こ
と
。

　

・ 

孔
懐

－

兄
弟
同
士
の
親
身
の
情
愛
を
い
う
。
こ
の
語
は
『
詩
経
』
小
雅
・

常
棣
に
「
死
喪
之
威
、
兄
弟
孔
懐
」（
死
喪
の
威
、
兄け
い

弟て
い 

孔は
な
は

だ
懐お
も

ふ
）
と

あ
る
。

＊ 
こ
の
書
簡
は
『
顔
氏
家
訓
』
文
章
篇
に
「
陸
機
与
長
沙
顧
母
書
」
と
し
て
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
篇
に
は
「
陸
機
集
有
『
長

沙
顧
母
書
』、
乃
其
従
母
也
」（
陸
機
の
集
に
「
長
沙
顧
母
の
書
」
有
り
、
乃
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ち
其
の
従
母
な
り
）
と
あ
っ
て
、
同
じ
手
紙
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

今
、
参
考
ま
で
に
『
世
説
新
語
・
顔
氏
家
訓
』
中
国
古
典
文
学
大
系
９
（
平

凡
社
）
の
注
を
引
用
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

 『
家
訓
』
文
章
編
に
、
同
じ
こ
の
手
紙
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
、　

手
紙
文
の
内
容
は
従
祖
弟
（
ま
た
い
と
こ
）
士し

璜こ
う

の
死
を

悼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
系
図
を
示
す
と
左
の
如
く
で
あ
る
。
だ
か
ら
原
文
で

は
顧
氏
を
従
叔
母
、
つ
ま
り
従
叔
父
（
父
よ
り
年
下
の
父
の
い
と
こ
）
の
妻

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

―
―

□―
―

□―
―

機
（
字
士
衡
）

　
　
　

□―

　
　
　
　
　

顧
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‖―
―

士
璜

　
　
　
　
　

―
―

□―
―

□

⑫
「
平
復
帖
」

　
　

 

彦
先
羸
瘵
、
恐
難
平
復
。
往
属
初
病
、
慮
不
止
此
、
此
已
為
慶
。
承
使
唯

男
。
幸
為
復
失
前
憂
耳
。
呉
子
楊
往
初
来
至
、
吾
不
能
尽
。
臨
西
復
来
、

威
儀
詳
跱
、
挙
動
成
観
、
自
軀
體
之
美
也
。
思
識
□
愛
之
邁
前
、
勢
所
恒

有
。
宜
□
称
之
。
夏
伯
栄
冦
乱
之
際
、
聞
問
不
悉
。

【
書
き
下
し
文
】

　

 

彦
先　

羸
瘵
し
、
平
復
し
難
き
を
恐
る
。
往さ
き

に
初
め
て
病
む
に
属お
よ

ぶ
や
、
此

に
止と
ど

ま
ら
ざ
る
を
慮う
れ

ふ
れ
ば
、
此
に
已も
つ

て
慶
と
為
す
。 

承
う
け
た
ま
はる

に
唯ゐ

男だ
ん

を
使つ
か

ひ

と
す
と
。
幸
ひ
に
為た
め

に
復ま

た
前
憂
を
失
ふ
耳の
み

。
呉
子
楊　

往さ
き

に
初
め
て
来い

至た

る
や
、
吾
は
尽
く
す
こ
と
能あ
た

は
ず
。
西に
し

す
る
に
臨
み
て
復ま

た
来
た
る
に
、
威

儀　

詳
こ
と
ご
とく

跱�
�

は
り
、
挙
動　

観
を
成
し
、
自
お
の
ず
から
軀
體
の
美
あ
る
也な
り

。
思
識　

□
愛
の
邁
前
な
る
、
勢
ひ
の
恒
に
有
す
る
所
な
り
。
宜
し
く
之
を
□
称
す
べ

し
。
夏
伯
栄
は
冦
乱
の
際
な
れ
ば
、
聞
問 

悉つ
く

さ
れ
ず
。

【
口
語
訳
】

　

 

彦
先
は
（
病
気
で
）
衰
弱
し
、
回
復
す
る
の
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
し
た
。
先
に
病
気
に
な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
す
ま
な
い
で
あ

ろ
う
と
憂
慮
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
の
度
は
誠
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

唯
男
を
使
い
に
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
幸
い
な
こ
と
に
以
前
の
心
配
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
呉
子
楊
は
、
こ
の
前
は
じ
め
て
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
私
は
十

分
に
（
相
手
が
）
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
西
に
行
く
に
あ
た
り
、
ま
た
来
ま

し
た
が
、
威
儀
が
備
わ
っ
て
お
り
、
立
ち
居
振
る
舞
い
も
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
身
に
そ
な
わ
っ
た
美
し
さ
で
あ
り
ま
す
。
考

え
方
や
（　
　

）
の
積
極
性
は
、
勢
い
の
あ
る
者
が
常
に
持
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
ど
う
か
彼
を
守
り
立
て
て
や
っ
て
下
さ
い
。
夏
伯
栄
は
、
寇
乱
の
時

で
あ
る
の
で
、
連
絡
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
語
釈
】

　

・
彦
先

－

顧
栄
の
字
。『
晋
書
』
巻
六
十
八
に
伝
が
あ
る
。

――――――――
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・
平
復

－

病
気
が
治
る
こ
と
。

　

・
唯
男

－

人
名
。

　

・
呉
子
楊

－

人
名
。

　

・ 
夏
伯
栄

－

人
名
。
先
の
「
唯
男
」「
呉
子
楊
」
と
と
も
に
、
誰
を
指
す
の

か
未
詳
。

　

・
聞
問

－

音
信
。
便
り
。

＊ 

こ
の
書
簡
は
「
平
復
帖
」
と
呼
ば
れ
（
注
②
）、
陸
機
の
真
跡
と
し
て
今
日

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
平
復
帖
」
は
、『
宣
和
書
譜
』
巻
十
四

の
陸
機
「
章
草
」
の
目
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
陸
機
の
書
跡
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。『
宣
和
書
譜
』
と
は
、
宋
の
徽
宗
の
内
府
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
書
跡
の
、
い
わ
ば
目
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
陸
機
の
章
草
と
し

て
「
平
復
帖
」
を
、
ま
た
行
書
と
し
て
「
望
想
帖
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　

 　

徽
宗
の
内
府
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
陸
機
の
「
平
復
帖
」
は
、
や
が
て
御
府

か
ら
流
出
し
、
明
の
韓
世
能
（
字
は
存
良
）、
そ
の
子
の
韓
逢
禧
（
朝
延
と

号
す
）、朝
延
の
友
人
の
張
丑
ら
の
収
蔵
を
経
て
、清
の
梁
清
標（
字
は
玉
立
）、

安
岐
ら
の
手
に
渡
り
、乾
隆
四
十
二
年
（
一
七
七
七
）
に
は
成
親
王
府
に
入
っ

た
が
、
再
び
民
間
に
流
出
し
、
一
九
五
六
年
、
張
伯
駒
が
政
府
に
献
納
し
、

今
日
で
は
北
京
の
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
注
③
）。

　

 　

こ
こ
で
は
『
陸
機
集
』（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
）
に
収
め
る
啓
功
氏

の
釈
文
に
よ
っ
た
。

　
　
　

三

　

以
上
、
今
回
は
陸
機
の
書
簡
と
し
て
弟
の
陸
雲
に
宛
て
た
も
の
九
首
、
長
沙

夫
人
に
宛
て
た
も
の
一
首
、
長
沙
の
顧
母
に
宛
て
た
も
の
一
首
、
そ
れ
に
親
し

い
人
へ
の
書
簡
と
思
わ
れ
る
「
平
復
帖
」
一
首
、
合
わ
せ
て
十
二
首
の
も
の
を

取
り
上
げ
て
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。
当
時
の
書
簡
と
し
て
は
、
例
え
ば
陸
機

の
一
歳
違
い
の
弟
陸
雲
の
書
簡
が
、
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
（
注
④
）。
先
に

取
り
上
げ
た
陸
機
の
「
平
復
帖
」
に
見
え
た
「
顧
栄
」（
字
は
彦
先
）
に
関
す

る
も
の
を
今
、
見
て
み
よ
う
。

　
（
ａ
）「
与
兄
平
原
書
」
其
二
八

　
　

近
得
洛
消
息
。
滕
永
適
去
二
十
日
書
。
彦
先
訪
為
驃
騎
司
馬
。

　

 

近
ご
ろ
洛
の
消
息
を
得
た
り
。
滕
永 

適た
ま

た
ま
二
十
日
の
書
を
去や

る
。
彦
先

は
訪
ね
ら
れ
て
驃
騎
司
馬
と
為
る
と
。

　
（
ｂ
）「
与
張
光
禄
書
」
其
二

　
　

顧
令
文
・
彦
先
、
毎
宣
隆
眷
、
彌
泰
之
恵
。

　

顧
令
文
・
彦
先
に
は
、
毎つ
ね

に
隆
眷
を
宣の

べ
ら
れ
、
彌
泰
の
恵
み
あ
り
。

　
（
Ｃ
）「
与
楊
彦
明
書
」
其
一

　
　

雲
白
。
欽
明
去
書
不
悉
。
彦
先
来
得
書
、
以
為
慰
。

　

 

雲
白
す
。
欽
明 

書
を
去や

る
も
悉つ
く

さ
ず
。
彦
先 

来
た
り
て
書
を
得
、
以
て
慰
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め
と
為
す
。

　
（
ｄ
）「
与
楊
彦
明
書
」
其
五

　
　

輒
便
絶
意
。
彦
先
所
一
二
。

　

輒す
な
は便

ち
意
を
絶
つ
。
彦
先
の
一
二
す
る
所
な
ら
ん
。

こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
文
人
達
は
日
常
の
生
活
の
中

で
、「
書
」（
書
簡
）
と
い
う
手
段
を
用
い
て
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
は
文
学
の
文
体
（
ジ
ャ
ン
ル
）
と
し
て
の
「
書
」
と
は
違
っ
て
、

主
に
個
人
的
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
彙
も
、

い
わ
ば
当
時
の
口
語
体
で
あ
る
。「
与
弟
雲
書
」其
の
一
に
見
え
る「
傖
父
」、「
与

弟
雲
書
」
其
三
の
「
立
着
」「
了
了
」、「
与
長
沙
顧
母
書
」
の
「
抜
脳
」
な
ど
は
、

当
時
の
口
語
系
の
語
彙
だ
と
思
わ
れ
、
六
朝
漢
語
研
究
の
上
か
ら
も
貴
重
な
資

料
と
い
え
る
。

　

今
後
さ
ら
に
文
献
資
料
を
精
査
し
、
陸
機
は
も
と
よ
り
、
当
時
の
文
人
達
が

残
し
た
書
簡
を
調
査
し
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

注

（
１
）
佐
藤
利
行
「
六
朝
文
人
伝

－

左
思
（『
晋
書
』）－

」
を
参
照
。

（
２ 

）
佐
藤
利
行
「
陸
機
『
平
復
帖
』
考
」（『
国
語
国
文
論
集
』
第
二
十
四
号
・

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
）
を
参
照
。

（
３ 

）
こ
の
間
の
流
伝
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
王
世
襄
氏
の
「
西
晋
陸
機
平
復

帖
流
伝
考
略
」（『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
七
年
第
一
期
）
に
詳
し
い
。

佐
藤
利
行
訳
（『
国
語
国
文
論
集
』
第
二
十
二
号
・
安
田
女
子
大
学
日
本
文

学
会
）
を
参
照
。

（
４ 

）
陸
雲
の
書
簡
は
、
兄
の
陸
機
に
宛
て
た
も
の
が
三
十
五
首
、
そ
の
他
の

人
に
宛
て
た
も
の
が
三
十
九
首
残
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
利
行
『
陸
雲
研
究
』

（
白
帝
社
）
を
参
照
。
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十

陆机的书信

佐　藤　利　行

    西晋陆机（261 ～ 303） 的书信在史书或类书中被保留至今。在《晋书》卷92左思传中的“与

弟云书曰”中有“此间有伧夫，欲作三都赋，须有成，当以覆酒翁耳”。此外，在《太平御览》

卷185居处部13“廊”中的“陆机与弟云书曰”也可见“听讼观东，作百丈许廊屋”。包括

上述书信在内，陆机写给弟弟陆云的信共九封，写给长沙夫人的一封，写给长沙顾母的一封，

再加上被认为写给亲友的“平复贴”，一共十二封。在此，将对上述书信进行分析，并对其

内容加以考察。


